
中央社会保険医療協議会 総会座席表   

日時：平成21年10月30日（金）9：00～10：30（目途）  
会場：九段会館 真珠の間（3階）  

中央社会保険医療協議会総会（第150回） 吉義事次第  

平成21年10月30日（金）  

於 九段会館  

議 題  

○ 医療機器の保険適用について  

○ 先進医療専門家会議の報告について  

○ 薬価調査及び特定保険医療材料価格調査の実施について  

○ その他   



中央社会保険医療協議会委員名簿（改選後）  

代表区分   氏  名   現   役   職   名   

1．健康保険、船   小 林  剛   全国健康保険協会理事長   

員保険及び国民   白 川 修 ニ   健康保険組合連合会常務理事   

健康保険の保険   中 島 童 子   日本労働組合総連合会総合政策局長   

者並びに被保険   勝 村 久 司   日本労働組合総連合会鳩者本位の医療を確立する連鮨会」委員   

者、事業主及び   北 村 光 一   日本経団連社会保障委員会医療改革部会部会長代理   

船舶所有者を代   高 橋 健 二   全日本海員組合中央執行委員   

表する委員   伊 藤 文 郎   愛知県津島市長   

2．医師、歯科医   安 達 秀 樹   京都府医師会副会長   

師及び薬剤師を   嘉 山 孝 正   山形大学医学部長   

代表する委員   鈴 木 邦 彦   茨城県医師会理事  

西 澤 斑 俊   全日本病院協会会長  

蓮 見 公 雄   全国公私病院連盟副会長  

渡 辺 三 雄   日本歯科医師会常務理事  

三 浦 洋 嗣   日本薬剤師会剋祁   

3．公益を代表す   牛 丸  聡   早稲田大学政治経済学術院教授   

る委員   ◎ 遠 藤 久 夫   学習院大学経済学部軟投  

小 林 麻 理   早稲田大学大学院公共経営研究科教授  

庄 司 洋 子   立教大学大学院教授  

白 石 小百合   横浜市立大学国際総合科学部数授  

森 田  朗   東京大学大学院臨幸政治学研究科教授   

4．専門 委員   藤 原 忠 彦   長野県川上村長  

長 野  明   第一三共株式会社常務執行役負債頼性保証本部長  

醐 宜 寛 治   武田薬品工業株武舎杜コーポレートオフィサー業務統括部農  

松 谷 高 顕   東邦ホールディングス株式会社代表取締役会長  

松 村 啓 史   テルモ株式会社取締役専務執行役旦  

松 本  晃   前ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社最高額間  

森   清 一   株式会社エムシー代表取締役社長  

坂 本 す が   日本看護協会副会長  

住 友 雅 人   日本歯科大学生命歯学部教授・学部長  

北 村 善 明   日本放射線技師全会長   
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◎印：会長  
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医療機器に関わる価格及び保険適用決定区分（案）  

保険適用希望業者  メドトロニック株式会社  

販売名  メドトロニックReliantステントグラフトバルーンカテーテル  

決定区分案   主な使用目的及び決定理由   

本品は、胸部大動脈瘡又は腹部大動脈療を有する患者において、疾患部位に留置されたステントグラフト  

Cl（新機能）  
をタッチアップする（拡張させ血管壁に密着させる）ために用いる。   

（技術料は既に設定され  

評価すべきもの）   
本品においては、血流遮断をしない「胸部大動脈用ステントグラフト用」と「一般型・標準型」のいずれ  

を類似機能区分とするかで議論が行われた。本品は血流を一時的に遮断するが、カテーテルの径が細く幅広  

い血管径に対応（10m～461皿）できることが評肺され、区分Clと決定した。   

○類似機能区分  133 血管内手術用カテーテル（3）pTAバルーンカテーテル ア ー般型・標準型  

0保険償■還価格  67，700円 （改良加算5％、類似機能区分比較方式）  

○暫定価格  6：i，600円  

参考（メーカー意見）  

類似俵能区分  133 血管内手術用カテーテル（3）PTAバルーンカテーテル オ 胸部大動脈用ステントグラフト用  

98．171円 （有用性加算10％、類似機能区分比較方式）  
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医療機器に関わる保険適用決定区分（案）   

保険適用希望業者  エア・ウォーター株式会社  

販売名  「アイノベント」  （アイノフロー吸入用800ppm）   

決定区分案  主な使用目的及び決定理由  

新生児遷延性肺高血圧症に対する一酸化窒素吸入療法を行うに際し、酸素濃度、二酸化窒素濃度および一  

軒ヒ窒素濃度を監視しつつ、人工呼吸器の流量変化に追従し、吸入用一酸化窒素製剤を希釈して安定供給し、  

一酸化窒素吸入療法を有効かつ安全に施行する。  

アイノフロー（吸入用“酸化窒素製剤）は医薬品としての承認を受けているが、その供給機器であるアイ  

ノベントの特性から一酸化窒素の使用量に応じた償還価格の設定が困難であった。今回の適用においては、  

アイノフローを含めた一連のシステムとして治療時間に応じた診療報酬（技術料）を設定するべきであると  

判断し、区分C2と決定した。   

（参考）諸外国においては、治療時間に応じた診療報酬（治療1時間毎ゐ課金）が設定されている。  

C2（新機能・新技術）  

（新たな技術料を設定し   

評価すべきもの）  

（特定保険医療材料に該当しないため、償還価格は決定せず）   

補足）c2（新機能・新技術）と臥新たな機能区分が必要で、技術が評価されていないものを指す。この定義に照らし合わせ、本品は   

区分C2と決定し、特定保険医療材料としての償還価格は設定せず、一酸化窒素吸入療法として全体を包括した技術料を設定すべき  
ものと判断した。   
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医療材料の診療報酬上の評価   

Cl（新機能）新たな機能区分が必要で、技術は既に評価さ  
れているもの（例：薬剤溶出型冠動脈ステント）  

C2（新機能・新技術）新たな機能区分が必要で、技術が評価  

されていないもの（例：植込み型補助人工心臓）   
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年月日：平成2   月1日   

t■王t■Ⅶ）   YT5．500  

迩   
YT5．580   

213（氾8Zヱ∝叫85AOl  
； ●●●  

057人工股闇節用材料（1）書愴 
213008Zヱ∝け   

￥67．ヰ00  

215∞8ZG【×）01諷0  
Y4柑．000  

1日末光℡エ纂株式会社  002タイレーター  
21600B   日本ソヤー〉フ   ト株式会社  

￥2．950  

037交換  用■覆カテーテル（り胃腎■型n）バンパー塁アガイドワイヤーあり  
21   日真シヤーウヮ  

￥22．000   

037交糧用ttカテーテル（1）T晋■蟹トロ）バンパー型アガイドワイヤーあり  
…＝一■…  

￥22．000  
日本外▼トロニ  155】書込み塑心礪個版焔は  

2100   
Y422＿000   

日本ワイフフィン株式会社  113繍込み式心l昆べ一スメーカ用  
22100BZ】㈱12凧   

￥182．000  
113縞込み式心l経べ－スメーカ用  

221（旧BZX（XI198㈱  コン∧▼  テカシ仰山株式会社  
I7210  

101皮膚欠損用刀傷】鑑■材（幻皮   下揺1に至る員傷用q）1温準塑   
Ⅱ   

1mI当たり￥14   

1棚大動脈用ステントグラフHヰ】農龍夫動廉用ステントグラフト（補肋弟分）  
＝；＝・＝●  

；● ●●●  

133血t内幸訴用カテーテJHユmAバルーンカテーテル⑤スリッピンク1防止型  
●●；＝＝・…  

￥118．000  

】暮穏   057人工股切石用材料 
Ⅱ   

料∩）大且曾ステム（Ⅰ）  I576．000   
∧一け匝ニフ   ヤ八ン株式会餞  11Tl書込み空隙超勤苗 

Ⅱ   
￥3．300．000   

ハイオ匝ニワ  11一機込み巷順劇Ⅷほ（2）場；入み  
●▲l：ll：・＝‖l   

（Ⅱ型）  

八一ィォトロニッ  
I3．160．000  

Y4．190．000  

Ll；ll・l＝  小林製薬株式会社  川4南軍ペーシングl■態付き】鼻孔  
221808ZX00902㈱   

Yl＿090  

＝   

小林製薬株 
￥7り   

…；●●▲■…  式会社  2一気1■  

＝；＝・●…   
￥1．090  

027気℡   
22100BZX∝柑¢4∝】0  テl  工ン100DR   

￥717  

ホ：ス  ・サイエ  ティフィフウシ一書ハ）株式会社   117植込み空隙細動巷（3）櫨込み   型Rヰ勤署（Ⅳ型）   

221∝〉8ヱX∝I905㈱  テI  pl00VR   
￥3．300．000  

ホ 
221008ヱX0091t㈱  

￥3．180．000  

． 

221（X）BZX00912伽   
￥ヰ．190．000  

057人工股Ⅶ節用材料（2）大皿書膚材料 
CLSス象Tん／ステム  

n）大且曽ステム（Ⅰ）  ￥576．000   

ジンマ一株式会社  Og5書道  用ステント  

リ＝ ＝・：…  
￥132．（X）0  

セント  用1皮膚欠欄用■l傷】正才材（2】皮  1cd当たりY14   
221（氾BZX∝拇41∝旧   T士   2ヰ忘・書甘膵用カニューレ（l）繊  ￥14．100   

＝；  一●・・ …  ∧イトロサイトADソエノトん  スミスイント事フユーアントマネシルト株式会社     122人エ＃糧  ここ …●  

●▲●；…■・…  ￥87．000  
221AA8乙Xα）llヰ∝）○   8本シヤーウット■株式会社  Y6．770   

221AABZX（X〉1ヰ聞0  ，イコヘルスケアシヤ∧ン株式会社  
221A∧B乙K∝Il椰   

なし  Yl．090  

02一気管内チューブ（l】カフあり（か 27気書内チューブ（りカフありn   カフ上級引1暮能 1カフ上】払吸引機I臣あり  

】■エ医科曹よ    株式全】吐   
I2780   
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2．歯科  
項目において包  されている区分）  始年月日：平成之1年10月1日  定の診療  善用 区分A2（  

株式会社アイナンス   木‾－づデルX線NOMAD  221【氾8ZXO881伽  
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中医協 絵－2  

2l，l（）．3 0  

先進医療専門家会議lこおける第2項先進医療の科学的評価結果  

整理  
技術名   適応症   先進医療費用※ （自己負担分）  保険外併用療養費※ （保険絵付分）  総評  技術の概要   

番号  

183  網膜芽細胞腫の遺伝子診断  網膜芽細胞匿の患者又は 遺伝性網膜芽細胞腫の患 者の血縁者  発端者二15万1干円 保因者：4万8干円   3万円   適   別紙1   

※典型的な1症例に要する費用として届出医療機関が記載した額。  

【備考】  

Or第2項先進医磨」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴わず、未だ保険診療の対象に至  
らない先進的な医療技術。  

O「第3項先進医療（高度医療）」は、薬事法上の未承認又は適応外使用である医薬品又は医療機器の使用を伴い、薬事法による申  
請等に繋がる科学的評価可能なデータ収集の迅速化を図ることを目的とした、先進的な医療技軋  
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先進医療評価用紙（第2号）  先進医療評価用紙（第1号）  

先進医療     網膜芽細胞腫の遺伝子診断（網膜芽細胞腫の患者又は遺伝性網膜芽細胞腫の  

の 名 称        患者の血縁者に係るものに限る。）  

囚，妥当である。  
適 応 症      B，妥当でない。（理由及び修正案：  

）  

囚・従来の技術を用いるよりも大幅に有軌  
有 効 性      B．従来の技術を用いるよりもやや有効。  

C．従来の技術を用いるのと同程度、又は劣る。  

囚・問題なし。（ほとんど副作用、合併症なし）  
安 全 性      B．あまり問題なし。（軽い副作用、合併症あり）  

C．問題あり（重い副作用、合併症が発生することあり〉  

A．当吉亥分野を専門とし経験を積んだ医師又は医師の指導下であれば行える。  

B．当苦亥分野を専門とし数多く経験を組んだ医師又は医師の指導下であれば行  
技術 的            える。  

成熟 度              回・当該分野を専門とし、かなりの経験を積んだ医師を中心とした診療体制をとっ  
ていないと行えない。  

社会的妥当性   
（社会的倫理 的問題等）  A．はい。    匝倫理的問題等がある。  

A．曜息率、有病率から勘案して、かなり普及している。  

現時点での        B．確息率、有病率から勘案して、ある程度普及している。  
普及 性          橿・羅息率、有病率から勘案して、普及していない。  

既に保険導入されている医療技術に比較して、  

効 率 性      匝大幅に効率的。  
B．やや効率的。  

C．効率性は同程度又は劣る。  

将来の保険収  囚・将来的に保険収叔を行うことが妥当。  
載の必要性  B．将来的に保険収載を行うべきでない。  

総合判定： 固・否  

コメント：網膜芽細胞種の遺伝子診断は価値が高いと思われるが、精度が問題  

になります。検査自体の精度についての詳細の記述がありませんので、  

評  
ここで判断することは非常に難しいと思われます。  

総  今回、総合判定は適とさせていただきましたが、技術のレベルによっ  
ては否、または差し戻しが適当と考える場合もあります。  
特に、陰性とfalse－POSitiveとfaLse－negativeの度合いをはっきりととら  

えることと、陰性のときの取扱いについて、しっかりと対応する必要がある  
と考えます。  

当該技術の医療機関の要件（案）  

先進医療名（案）：網膜芽細胞腫の遺伝子診断（網膜芽細胞魔の患者又は遺伝性網膜芽細胞腫の息   

者の血縁者に係るものに限る。）   

Ⅰ．実施責任医師の要件   

診療科   褒（眼科）・不要   

資格   （眼科専門医又は臨床遺伝専門医）・不要   

当該診療科の経験年数   （5）年以上・不要   

当該技術の経験年数   （1）年以上・不要   

当該技術の経験症例数   実施者［術者コ として （1）例以上・不要  

［それに加え、助手又は術者として（）例以上・巨頭］   
その他（上記以外の要件）  

Ⅱ．医療機関の要件   

診療科   囲（眼科及び小児科）・不要   

実施診療科の医師数   囲・不要  

具体的内容：常勤医師1名以上。   

他診療科の医師数   要・匡表  

具体的内容：   

その他医漬従事者の配間  固・（臨床検査技師   ）・不要   

（薬剤師、鯨床工学技士等）  

病床数   要（   床以上）・巨頭   

看誹配附   ぴ（対1看髄以上）・ 

当直体iliリ   琴（  ）・匡要   

緊急手術の実施体制   婁・   

院内検禿（24時間実施体制）   寧・   

他の医班機関との迎携体制   要・   

（患者容態急変時等）   連携の具体的内容：   

医療機器の保守管理体制   

倫理委負会による審査体制   臥不要  

審査開催の条件：届出後当該療養を初めて実施するときは、  

必ず事前に開催すること。   

医療安全管理委員会の設置   囲・不要   

医療機関としての当榛技術の実施症例数   囲（1症例以上〉・不要   

その他（上記以外の≠件、例；遺伝カウンセ  ・遺伝カウンセリングの実施体制を有していること。   

リげの実施体制が必要 等）  ・臨床遺伝専門医が配置されていることb  

・特定非営利活動法人日本臨床検査榛準協鵠会が平成21年2月  

に作成した速伝子関連検査検体品質管理マニュアルに従って検  

体の品質管理が行われていること。   

Ⅲ．その他の要件   

頻回の実績報告   固（12ケ月間までは、毎月報告）・不要   

その他（上記以外の要件）  



先進医療専門家会議における第2項先進医療の  
新規共同実施に係る科学的評価結果  

整理  先進医療黄用※   
先進医療名（略称）   適応症  

番号  
総評  技術の概要   

香証に係る善用を 皇む自己負担分）  

＜先進医療告示19＞  
消1ヒ器がんく根治度Cの胃がんを除  

002   HDRA法又はCD－DST法による抗悪性 腫瘍感受性試験   く。）、頭頚部がん、乳がん、肺がん、が ん性胸・腹膜炎、子宮頸がん、子宮体  適   別紙2   

がん又は卵巣がん   

※典型的な1症例に要する費用として届出医療機関が記載した額。   



先進医療評価用紙（第卜3号）（案）  

HDRA法又はCD－DST法による抗悪性腫瘍感受性試験  
先進医療 の          （消化器がん（根治度Cの胃がんを除く。）、頭頚部がん、乳がん、肺がん、がん性  
名 称            胸・腹膜炎、子宮頸がん、子宮体がん又は卵巣がんに係るものに限る。〉  

適 応 症  匝妥当である。    B．妥当でない。（理由及び修正案：  〉  

A．従来の技術を用いるよりも大幅に有効。  

有 効 性      回・従来の技術を用いるよりもやや有軌  
C．従来の技術を用いるのと同程度、又は劣る。  

呂・問題なし。（ほとんど副作用、合併症なし）  
安 全 性      B．あまり問題なし。（軽い副作用、合併症あり）  

C．問題あり（重い副作用、合併症が発生することあり）  

A．当該分野を坤門とし経験を剋んだ医師又は医師の指導下であれば行える。  

技術 的 成熟 度      回．当該分野を朋化し数多く経験を硯んだ医師又は医師の指導下であれば行    える。  
C．当該分野を専門とし、かなりの経収を和んだ医師を中心とした診療体l削をとっ  

ていないと行えない。  

社会的妥当性   
（社会的倫剋 的問題巨印）  A．理題はい8    国・倫理的御題等がある。  

A．碓揖率、有病率から拗案して、かなり普及している。  

現時点での 普 及 性      画・稚心率、有病率から勘案して、ある桂皮廿及している。    C．攫心率、有柄揮から勘案して、普及していない。  
既に保険特入されている医妹技術に比較して、  

効 率 性      A．大Il■酎こ効率的。  

担・やや効率札  
C．効率性は同程度又は劣る。  

将来の保険収  囚・将来的に保険収載を行うことが妥乳  
載の必要性  臥将来的に保険収載を行うペきでない。  

総合判定‥ 適  否  

コメント：本技術では、搬送に際して腫瘍細胞のviabilityを維持できるかどうか  
総  評  が重要である。そのため、検体は冷蔵保存にて適切な容器を用い搬送  

し、採取後48時間以内に検束を行うことが望ましい。また、搬送が適切  

になされない等して検査結果に影響を与える可能性が否定できないこと  

及び患者の個人情報保護の観点から、委託側医療機関においては息  

者に対する倫理的な配慮が特に必要と考える。  

＜先進医療告示19＞   

HDRA法又はCDuDST法による抗悪性腫瘍感受性試験  

適応症等   

消化器がん（根治度Cの胃がんを除く。）、頭頸部がん、乳がん、肺がん、がん性胸・腹膜 炎、子宮頚がん、子宮体がん又は卵巣がん  

（技術の先進性）  

がん治療において、抗悪性腫瘍剤による治療法が確立していない領域では、従来、治   

療担当医師個人の経験的判断に基づいた選択による抗悪性腫瘍剤投与が行われてき   

た。その結果、選択した抗悪性腫瘍剤が効果を発揮する場合がある反面、本来無効な抗   

悪性腫瘍剤を選択する可能性もあり、その際には副作用のみが発現することとなる。これ   

に対し本法は、個々の患者の混の猥斉IJ感受性を実験系で検査し、適切な治娠薬選択に   

質する技術である。   

（技術の概要）   

池行がん患者から手術等によって採取した腰痛組織を検体とし、HDRA法削あるいは   

CD－DST法服を用いて当該腫痴の各抑抗敵性脈痴割に対する反応性を予め評価する   

ことにより、無効な抗悪性腫魁剤の投与を回避する。   

；‡ミ1日IStOCu】tureDrugRe叩OnS8Assey ※2 CoL］agenGelDror）JetErnbeddedCultureDrugSensltlV】tyTest  

（技術の効果）  

本技術により、個々の患者に応じてより適切な抗愁性腫以剤を選択できる。また、不要   

な抗腰一性胞以剤投与による副作用を防止できる。  

（共同実施の概要）  

委託仙医粕淵蛸捌こおいて、手術等によって採取した肺癌組織を粗描封入容暑割こ入れ、   

それを搬送用容器に格納した上で、受託側医摘機関に冷徹搬送する。その際、個人別報   

の保憧の挽点から、検査依掴膏の受託側控えには、患者の跳別番号のみが表示されるよ   

うにする。   

受託側医療機瀾では、検体を受領後、腫瘍組織の培養処理等を行い、本検査を実施   

する。得られた検査結果について報告市を作成し、委託側医療機関に郵送する。   

委託側医療機関の担当医は、届いた検査結果を確認し、患者に対し、検査結果を踏ま   

えた今後の治療方針について説明を行う。   

（先進医療に係る費用（委託にかかる費用を含む。））  

約8万3千円  



先進医療評価用紙（第2－2号）（案）  

共同実施による先進医療を実施可能とする委託側医療機関の要件として考えられるもの（案）  
当該技術の受託側医療機関の要件（現行の施設基準）  

先進医療名：HDRA法又はCD－DST法による抗悪性腫瘍感受性試験（消化器がん（根治度Cの胃がんを除く。）、   

頭頸郎がん、乳がん、肺がん、がん性胸・腹膜炎、子宮頸がん、子宮体がん又は卵巣がんに係るものに限る。）   

Ⅰ、委託側医療機関における実施★任医師の要件   
診療科   囲（内科、呼吸器科、消化器科、外科、整形外科、脳神経外科、呼吸器外科、  

小児外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科又は耳鼻咽喉科）・不要   

資格   固（呼吸器専門医、消化＃病専門医、消化器外科専門医、呼吸器外科専門医又  
は産婦人科専門医）・不要   

当該診療科の経験年数   囲（5）年以上・不要   

当該技術の経験年数   要（）年以上・巨頭   

当該技術の経験症例数   実施者［術者］として（）例以上・匡頭  

［それに加え、助手又は術者として （）例以上・不要］   

その他（上記以外の要件）  

Ⅱ．要職側摩療機関の要件   

診療科   函（内科、呼吸器科、消化器科、外科、整形外科、脳神経外科、呼吸器外科、  
小児外科、皮肺科、泌尿器科、産婦人科、眼科又は耳舟咽喉科）・不要   

実施診療科の医師数   囲・不要  

具体的内容：常勤医師1名以上   

他診療科の医師数   要・匡頭  

具体的内容：   

その他医蛸従事者の配置  囲（薬剤師）・不要   

（購剤御、臨床工学技士等）  

病床数   要（   床以上）・匡頭   

看雑配位   要（対1宥雑以上）・匡頭   

当直体制   要（   ）・匡要   

緊急手術の実施体制   固・不要   

院内検査（24時間実地体制）   

他の医療機l劇との連携体制   

（患者容態急変時等）   連携の具体的内容：   

医漬機鶉の保守管理体制  囲・不要   

倫理委貞会による詐査体制  囲・不要  

審査開催の条件：届出後当該療養を初めて実施するときは、必ず耶前に開梱  

すること∴   

医療安全管理香員会の設せ  囲・不要   

医療捜関としての当課技術の実施症例数  要（   症例以上）・匡璽   

その他（上記以外の要件、例；遺  検体は冷蔵保存にて適切な容器を用い搬送すること。また、検体採取後亜時間   

伝如川lンク．●の実施休職が必  以内に受託側医療機関において検査を開始し得る搬送体制を確保しているこ   

妾 等）   と。   

Ⅲ．その他の事件   

頻回の実績報告   要（月間又は 症例までは、毎月報告）・匝要   

その他（上記以外の要件）  

先進医療名：HDRA法文はCD－DST法による抗悪性腫瘍感受性試験   

（消化器がん（根治度Cの眉がんを除く。）、頸頚部がん、乳がん、肺がん、がん性胸・腹膜炎、   

子宮頸がん、子宮休がん又は卵巣がんに係るものに限る。）   

Ⅰ．実施責任匿肺の事件   

診療科   囲（内科、呼吸器科、消化朝鱒、外科、整形外科、脳神経外科、呼吸器外  

科、小児外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科又は耳1咽喉科）・不要   

資格   囲（呼吸器専門医、消化器病専門医、消化器外科専門医、呼吸器外科専門  

医又は産婦人科専門医）・不要   

当該診療科の経験年数   囲（5）年以上・不要   

当該技術の経験年数   園（1）年以上・不要   

当該技術の種験症例数   実施者【術者】として （5）例以上・不要  

【それに加え、助手又は術者として （）例以上・不要コ   

その他（上記以外の要件）  

Ⅱ．匿ホ♯叩の事件   

診療科   囲（内科、呼吸器科、消化器科、外科、整形外科、脳神経外科、呼吸器外  
科、小児外科、皮膚科、泌尿器科、産柚人科、眼科又は耳鼻咽喉科）・不要   

実施診療科の医師数   園・不要  

具体的内容：常勤医師2名以上   

他診療科の医師数   函・不要  

具体的内容：病理部門が放せされ、病理医が配鷹されていること。   

その他医療従事者の配置  囲（薬剤師）・不要   

（薬剤師、臨床工学技士等）  

病床数   軍（   床以上）・匪要   

看捜配領   貫（ 対り日豊以上）・匝要   

当直体制   要（   ）・匡函   

緊急事術の実施休制   囲・不要   

院内検査（24時間実施体制）   磨・不要   

他の医療機関との連携休制  要・匝垂   

（患者容態急変時等）   連携の具体的内容：   

医療機器の保守管理体制   幽・不書   

倫理委1如こよる審査体制  羊・匝衰  

審査開催の条件：   

医療安全管理委員会の位置   囲・不要   

医療機関としての当該技術の実施症例数  事 

その他（上記以外の要件、例；遺伝的  書任の細胞椿事を担当する者が配置され、院内で細胞塘暮を臭施しているこ   

ンセルク’の実施体側が必手 嶋）  と。   

Ⅱ．その他の事件   

頻回の実績報告   要（ 月間又は 症例までは、毎月報告）・匝要   
その他（上記以外の要件）  

10   



b
ト
匝
紬
触
歯
 
 
 

型
帥
≠
溺
淋
藩
碑
石
蔀
か
諦
隋
岡
浄
罪
挙
‖
J
「
′
パ
戸
 
「
柿
蹄
≠
蛋
陥
落
槻
 
埜
針
計
鞘
哺
濯
 
 
 

ペ
〓
P
さ
ご
 
表
枠
睾
腑
雲
仙
撃
帥
ト
Ⅲ
謝
罪
諦
藩
槻
薪
僻
藍
淋
恥
撃
抑
≠
溺
淋
藩
轍
茄
埜
汀
側
 
 

P
』
棚
卸
妙
〓
〓
備
潜
ヰ
か
‖
什
桝
柵
辛
け
ヰ
か
○
 
 

諦
経
同
静
側
P
蒜
妙
琴
汁
撃
落
荘
華
‖
嘉
か
融
堅
‖
儀
？
汗
聾
堅
‖
汁
亡
′
更
」
8
蟄
‖
蛋
ヰ
 
 

か
空
欄
芳
賀
専
桝
苛
u
か
8
什
ヰ
か
0
 
 

（
一
）
些
鱒
鱒
寄
呼
号
翠
鱒
翠
‖
汁
〔
湘
許
ヰ
か
‖
什
8
猷
瑚
 
 
 

（
N
）
糊
詔
室
岡
温
産
室
‖
鱒
昏
㌢
ぎ
か
許
硲
帥
備
 
 

（
一
）
詩
聖
躁
荘
漂
和
洋
当
町
亡
鮒
欝
「
㌢
J
此
鮮
落
筆
‖
蔀
か
淋
薄
悼
辞
一
‖
国
師
「
汁
苅
霜
圃
藤
 
 

森
丞
（
悼
辞
重
岡
諭
薩
森
）
什
淋
藻
「
汁
此
群
落
讃
8
簾
溺
淋
詩
碑
神
帖
ヰ
か
蔀
罫
同
諭
産
覇
（
茫
 
 
 

↓
「
鱒
禅
室
開
諭
諒
恕
」
什
r
′
山
D
〓
牲
．
聖
跡
袖
き
か
き
汁
茹
些
〓
霹
「
ノ
′
翠
準
鱒
革
〓
諭
か
 
 
 

細
堅
‖
備
〔
パ
．
両
件
堆
垂
汁
田
一
‖
威
圧
僻
耳
u
O
 
 

（
N
）
 
（
一
）
8
初
江
彗
前
価
ぎ
汁
荘
華
誉
諦
経
岡
論
判
P
』
閲
妙
撃
‖
訪
r
／
バ
軍
讐
・
茄
叫
ヰ
樽
苛
「
／
 
 

芋
曽
柵
型
‖
汁
か
淋
回
淑
欝
芝
田
き
か
ぎ
汁
か
8
一
‖
J
r
／
±
仲
．
両
匪
堆
塗
汁
印
篭
誇
叫
抑
肘
備
付
 
 

州
沖
柑
ヰ
か
○
 
 

（
い
）
 
宗
洲
将
帥
僻
彗
坤
訓
眈
き
汁
許
隋
岡
浄
苅
室
‖
J
r
ノ
バ
戸
鄭
瀬
8
語
軍
瑞
軒
華
〓
僻
「
バ
′
鱒
 
 
 

塁
空
岡
諭
露
悪
彗
臣
神
南
肝
（
囲
）
沸
如
一
‖
雌
鮮
許
錯
帥
橋
口
猷
砂
ヰ
か
耶
8
初
江
畔
苛
u
O
 
 

諦
隋
同
筆
‖
堅
ヰ
か
謬
幕
藩
覿
8
芋
碧
冊
諷
憂
苦
糊
＃
甜
誇
8
野
詩
「
ノ
 
 

一
〓
計
一
斗
か
 
 

仝
 
 

沖
 
 
－
 
 

N
一
．
一
〇
．
N
 
O
 
 

ひ
 
 

諦
 
 
－
 
 

柳
 
瀬
 
鳩
 
筆
 
 

N
一
．
皐
．
 
の
 
 

先進医療Pの外部委託実施イメージ（遺伝子検査の例）  

■■‾‾‾‾■‾■■－‾、  、  

検査結果の説明  
●   

：
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－
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遺伝カウンセリング  疑われる疾患や  

遺伝子診断に関して  

患者に説明  

ヽ－ 
・＼＿……＿‥‥＿  

結果通知  検体輸送  
先進医療  

実施責任者   

が連携  

A大学病院   



処堅套堅嘩盛男適量卿こ係る届出（先進医療。の例）  

厚生労働省  

既評価技術（外部委託可）に係る施設基準に適合する旨の届出（瞞院の場合）  

厚生労働省HPに掲載（イメージ）  
B病院は改めて  

地方厚生（支）局  

「－、  
l   、  

＿＿＿l   
連  
＼／′′’※費用負担  

lJL人塾ゝ  

′■‾▼‾  

【以下について確認】  
l  

●B病院は先進医療Pに係る外部委：  
いる  

●A病院は先進医療実施機関であり：  ノノ  
131、ふ三遠道妄蒜言こ妄言芸貰訂ノ                                                    l  

、－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－■■  
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中医協 総－2－1  

21． 6．10  

中医協 薬－8  

21．  5．2 7  

参 考 資 料1  

21．10．3 0  中医協 総－3  

21．10． 3 0  

平成21年鹿に実施する医薬品価格調査（薬価本間査）について（案）  

平成21年鹿医薬品価格調査（薬価本調査）及び  

特定保険医療材料価格調査の実施について  
1 趣旨   

薬価基準改正の基礎資料を得ることを目的として、薬価基準に収載されて  
いる全医薬品について、保険医療機関及び保険薬局に対する医薬品販売業者  
の販売価格及び一定率で抽出された医療機関等での購入価格を調査  

○平成21年度医薬品価格調査（薬価本調査）   

・調査対象  

平成21年9月取引分を対象として調査を実施  

2 調査期間   

平成21年度中の1か月間の取引分を対象として調査を実施   

（参考）前回（平成19年度）の実績は別紙参照  

3 調査の対象及び客休数  

（1）販売サイド調査  

保険医療機関及び保険薬局に医薬品を販売する営業所等の全数を対象  
調査対象の客体数  約4．000客体   

（2）購入サイド調査  

① 病院の今放から、層化鮒乍為抽出法により10分の1の抽出率で抽  

出された病院を対象  
調査対象の客体数  約900客体  

② 診療所の全数から、層化無作為抽出法によリ100分の1の抽出率  
で抽出された診療所を対象  

調査対象の客体数   約1，000客体  

③ 保険薬局の全数から、層化無イ乍為抽出法により30分の1の抽出率  

で抽出された保険薬局を対象  
調査対象の客体数   約1，600客休  

○平成21年鹿特定保険医療材料価格鯛査   

・調査対象  

平成21年5月から同年9月取引分を対象として実施  
（ただし、ダイアライザー、フイルム、歯科材料及び保険薬局調査  

分については、平成21年9月取引分のみを対象）  

4 調査事項   

薬価基準に収載されている医薬品の品目ごとの販売（購入）価格及び販売  

（購入）数量を調査  

（か   
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中医協 総－2－2  

21． 6．10  

参 考 資 料 2  

21．10．3 0  

平成21年虎に実施予定の特定保験雇欄材料価欄欄査について（稟）   

1．趣旨   

材料価格基準改正の基礎資料を得ることを目的として、特定保険医療材料について、   

保険医療機関、歯科技工所及び保険薬局に販売する医療機器販売業者の販売価格及   

び一定率で抽出された医療機関等での購入価格を調査。   

2．調査期間   

平成21年○月から同年○月取引分を対象とし、平成21年○月○日から同 年○月   

○日の間で実施（ただし、ダイアライザー、フイルム、歯科材料及び保険薬局調査分に   

ついては、平成21年○月取引分のみを対象）。   

3．調査の対象及び客体   

（1）販売サイド調査  

保険医療機関、歯科技工所及び保険薬局に特定保険医療材料を販売する医療機  

器販売業者の全数。  

調査客体数 約5，900客体  

（2）購入サイド調査  

① 病院、一般診療所（歯科診療所を除く。以下同じ。）の全数を対象とし、以下の  

ように抽出された病院及び一般診療所を客体とする。  

ア 病院の全数から、層化無作為抽出法により4分の1の抽出率で抽出された  

病院  

調査客対数 約2．200客体  

イ ー般診療所の全数から、層化無作為抽出法により80分の1の抽出率で抽  

出された一般診療所  

調査客体数 約1．200客体  

② 歯科診療所の全数から、層化無作為抽出法により60分の1の抽出率で抽出  

された歯科診療所  

調査客体数 約1．100客体  

③ 歯科技工所の全数から、層化無作為抽出法により60分の1の抽出率で抽出  

された歯科技工所  

調査客体数  約110客体  

④ 保険琴局の全数から、層化無作為抽出法により30分の1の抽出率で抽出さ  

れた保険薬局  

調査客体数 約1．600客体  

4．調査事項   

材料価格基準に収載されている特定保険医療材料の品目ごとの販売（購入）価格及  

び販売（購入）数量を調査。  

・工・   



（参考資料）  

第17回医療経済実態調査（医療機関等調査）  

一前回調査からの変更点－  

1年間データの調査   

21年6月の「単月データ」に加え、直近事業年度の「年間データ」を調査   

2 集計区分の変更  

〈病院〉   

集計1の区分「介謹収益がない病院」（前回）  

→「介抱収益の割合が2％未満の病院」（今回）  

く一般診療所〉   

歯科診療所及び保険薬局と同様に集計2のみの集計   

3 一般診療所及び歯科診療所の設立主体別の集計区分の変更   

「個人」「医療法人・その他」の2区分で集計（前回）  

→「個人」「医療法人」r・その他」の3区分で集言十（今回）   

4 一般診療所の集計区分の変更   

「有床診」「無床診」の区分で集計（前回）  

→りⅦ完収益あり」「入院収益なし」の区分で集言十（今回）   

5 保険薬局の後発医薬品割合の算出方法の変更   

処方せん枚数の割合（前回）→数量割合（今回）   

6 調査項目の名称変更   

①収支（前回）→塩基（今回）   

②収支差額（前回）→損益差額（今回）   

7 新規追加集計項目  

〈共通事項〉   

①税引き後の損益差額の表示の追加（個人立を含む集計を除く）  

〈病院〉   

①病院の年間の緊急入院患者数別の損益状況（単月データのみ）   

②一般病棟入院基本料別の損益状況に準7：1入院基本料の算定病院の項目を  

追加（単月データのみ）   

③100床当たりの損益状況   



第17回医療経済実態調査（保険者調査）報告  

一 平成21年6月実施 －  

中央社会保険医療協議会  

1．平成20年度決算状況 一連報－  

（1）収支状況  
（単位‥億             円）  

健保  船具保険   共済組合  国保  後期高齢者   
組合  国共済  地共演＝  私学共演  市町村   組合   医療   

保険料   62，013  61，934   366  4，447  
国庫負担  9，093  49  30  28，277  
都道府県負担  7，407  73  
麓 常  7，587  2  

後期高齢者交付金  40，860  
24，365  55  24  

収 入  8，936  8  

その他  251  1．733  42   884   6   180   48   
71．357  63．717   396  4．488  14．140   

合計  
1．934  118．785  7．752  96．931  379  ，501   

43，375  33，830   254  2．403  7，419  1，092  83，382  4，971  95，008  
経   58   849  2，307   314  1も256   1，394  
常   前期高儀者納付金  9．449  38   723  2，794   221   19   274  
支   退職拠出金  4 7   18  420  173  78  11  
出  その他   3．217   8  221   1，150  33  20．672  825  507   

73．647  66，778   376  亀615  14，754  1．834  118．329  7．543  95．515  383  ．390   
経常収支差  A  ▲2，290  ▲3．060   21   ▲127  ▲613   100   456   209   1．416  ▲3  ，888  
（参考）19年調査  
（18年度決着）   1，117  2．372   35   294   535   49  ▲323   112  4．192   

経常外収入  139  2，364  2  

経常外支出  1．267  1   

外収支差 B  139  1．097  ロ  ．237   
総収支差 C＝A十B  ▲2．151  ▲1．963   21   ▲127  ▲613   100   456   209   1．416  ▲2  ．652  
（参考）19年調査  
（18年度決算）   1．288  3．273   35   294   535   49  ▲323   11Z  5  ．264   

その他  D  ▲243  ▲  243   

（注2）爛数の関係上、合計及び収支差がすれることがある．  

（注3）≠会は、政府管掌ヰ廣保険と全回陸鹿島痍臨会青書kよ保険を通算した決算状況である．  
（注4）各綱よにおけるホ床転換支援金は塵★支出の鳩期高♯書支援金Jにき去れており、老人保脱出女は経常支出のlその他一に含まれている．  
（注5）前期高曲者交付金、徴期高仏者支援金、純嘉占著納付皇及び過敏あ出金等については、当年度徴募嶺と前々年度精算額を加えたものとなっており、平成即年度の乗組こ基づく精算は平成訟年度に行われる．  
（注6）健保組合の経常収入に謂整除険科収入及び財孜■王事業交付金を、経常支出に財政覇璧事業払出金を算入ナると、経震収支羞は▲1．918仕円になる．  
また、♯保組合のーモの他DJは解散専に上る壇緻である．  

（注7）市町村℡慣の鐘常収入には、赤字補填のための市町村一散会計の法定外繰入乙聞6吐円が含まれている．また、市町村8保について、経★収入のlモの他Jには共同事業交付金1兆3．85唖円、  
経常支出の「その他」には共闘事業払出食1粗相サ円が含まれている．  

（注8）国保及び後期高齢者医療について、翌年よに精算される匹鷹負担等の錆を員蓋している．  
（注9）積立金について、船員保験では央暮及び年金が、匹附こおいては介接が一任のものとなっており、医療分として区分されていないため計上していか、．  
（鴨度会体としての積立金は船▲保険l．印度円、市柵白鳥3．32T吐円、亘縁組合3．6加せ円である．）  

－1－  

† ‾   



2．土地及び直営保養所・保健会館に関する調査結果   

（1）土地の状況  

施設の種類別土地の状況（平成20年度末）  

健 康 保 険 組 合  共  済  組  合  

施 設 の 種 類                    土地箇所数   
面 積  帳簿価額  土地箇所数  面 積   

帳簿価額  
（億円）   

1病 院・診 療 所   31  99   279  56  314  237  

2 老 人 保 健 施 設  9  27   6  0  0  0  

3 直 営 保 養 所   698   3，281   711   22 . 186   26   

4 体育館・体育施設   118   1，649   335   7   61   5   

5 保  健  会  館   146   179   568   2  34   4  

6 施  設  な  し   120   367   54  8  77   

合  計   1，122   5，602   1，953   95   673   274   

（注）土地所有健康保険組合は510組合、共済組合は22組合である。   

（2）直営保養所・保健会館の状況   

直営保養所・保健会館の状況（平成20年度末）  

偉 革 保 険 組 合  共  済  組  合  

施設の種類  建 物 の 状 況  建 物 の 状 況  
施設箇所数         施設箇所数          延べ面積  I帳簿価額   延べ面積  ．、帳簿価額  

（千ポ）   （億円）  （千d）   （億円）   

1直 営 保 養 所   738   1，016   1，579   23   71   115   

2 保 健 会  館   242   484   579   5   52   102   

合  計   980   1，500   2，158   28   123   217   

（注）保養所等所有健康保険組合は513組合、共済組合は19組合である。   

－2－  

（参考）   

土地及び直営保養所・保健会館に関する調査結果（参考）対前回比較  

（1）土地の状況  
施設の種類別土地の状況（平成20年度末（今回）と平成18年度末（前回）の比較）   

健 康 保 険 組 合  共  済  組  合  

施 設 の 種 類  土地箇所致  面 積（千ポ）  帳簿価額（億円）    土地箇所数    面 積（干ポ）    帳簿価額（億円）  

今 回  前 回  増減数  今 回  前 回  i纏減数  今 回  前 回  増減数  今回  前回  増減数  今 回  郁l回  増減数  今回  前回  増減数   

1病院・診療所  31   35  －4  99  96  2  
2老人保健施設  g  0  0  

－358   
－8   

8  

2   

ム計   95   

（注）土地所有健康保険組合は510組合（前回闇氾組合）、共済租合は22組合（前回20租合）である。   

（2）直営保養所・保健会館の状況  

直営保養所・保健会館の状況（平成20年度末（今回）と平成柑年度末（前回）の比較）   

健 康 保 険 組 合  共  済  組  合  

建 物 の 状 況  建 物 の 状 況  

施 設 の 種 類                          施設箇所致  
延べ面棟（千ー巾    帳簿価額（億円）  施設箇所数                         延べ面積（千ポ）    帳簿価蚊（億円）  

▲ 回  前】司  増減数  今 回  前 回  増ま数  今 回  前 回  増減敷  今回  前回  増減数  今 回  前回  増減数  今回  前回  増減数   

1直 営 保 養 所  738  875  －137  1．016  1．159  －143  
g   

ム・計   980   
（注）保養所等所有怪虞保険組合は513組合（前回562組合）、共済組合は柑組合（前回23組合）である。   

ー3－   




